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業者及び利用者の参加を得て、各種の電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等

の基本的な要件を「標準規格」として策定している。 

「技術資料」は、国が定める技術基準と民間の任意基準を取りまとめて策定される標準規格を
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積極的に活用されることを希望する。 
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